
  

センター会報 

シルバー庄内 
 

 第１５号 
令和４年６月２８日発行 

一般社団法人 

庄内町シルバー人材センター 
 

庄内町余目字大塚１－２ 
電話・FAX ０２３４－４２－３１２２ 
URLhttps://shonai.yamagataren.org 
 

 

 

   

障子・襖張り講習会 

 
柿の摘蕾作業 

播種作業 池の雪囲い作業 剪定作業 

――目目  次次――  

 Ｐ２ 町長・理事長あいさつ    

    お客さまの声 

 Ｐ３ 第 10回定時総会 

    インボイス制度について 

 Ｐ４ 会員の声 

 Ｐ５ 組織図・役員紹介 
 

 

Ｐ６  会員互助会活動報告 

Ｐ7～9 座談会報告 

Ｐ10  就業機会開拓だより 

Ｐ11  令和３年度実績ほか 

Ｐ12  シルバー人材センタ 

ーからの案内 

センター会報
第 15 号

令和 4 年 6 月 28 日発行

一般社団法人

　庄内町シルバー人材センター

庄内町余目字大塚 1-2
電話・FAX 0234-42-3122

URL https://shonai.yamagataren.org 

1



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世
界
的
な
健
康
危
機
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

当
た
り
前
だ
っ
た
生
活
に

様
々
な
制
限
を
受
け
早
二
年 

が
過
ぎ
ま
し
た
。
活
動
や
交

流
の
自
粛
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
認
知
症
や
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
状
態
）
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
、
元
気
に
自
立
し
た
生
活
を

送
れ
る
期
間
「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

町
で
は
「
元
気
で
ご
長
寿
日
本
一
の
ま
ち
」
の
実 

現
に
向
け
、
元
気
な
時
か
ら
楽
し
く
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
に
取
組
め
る
よ
う
、
六
五
歳
以
上
の
方
を

対
象
と
し
て
新
た
に
「
健
康
ラ
イ
フ
応
援
事
業
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
教
室
開
催
に
よ
り
社
会

参
加
の
後
押
し
を
進
め
ま
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら
も
、

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

高
齢
者
が
生
涯
現
役
で
い
き
い
き
と
活
躍
す
る
こ

と
は
町
の
元
気
の
源
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
豊

か
な
経
験
と
知
見
を
活
か
し
た
貴
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
御
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

庄
内
町
長
あ
い
さ
つ 

 

富
樫 

透 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
十
回
定
時
総
会
に
お
い 

て
、
理
事
に
再
任
さ
れ
、
そ
の 

後
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お 

い
て
、
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま 

し
た
。 

理
事
の
中
に
お
い
て
は
、
最

高
年
齢
者
で
す
が
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

気
持
ち
で
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
自
主
・
自
立
・
共

働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
組
織
運
営
基

盤
の
確
立
と
事
務
局
体
制
の
整
備
充
実
、
ま
た
令
和

五
年
度
か
ら
導
入
予
定
の
、
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制 

「「
皆皆
ささ
んん
とと
とと
もも
にに
」」  

社
会
福
祉
法
人
み
の
り
福
祉
会 

菊
池
健
一 

常
務
理
事
・
施
設
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

み
の
り
福
祉
会
で
は
、
特
養
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
六
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業
所
に
お
い
て
シ
ル
バ
ー

の
方
々
と
一
緒
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

人
生
の
先
輩
で
も
あ
る
皆
さ
ん
よ
り
学
ぶ
こ

と
も
多
く
職
員
に
と
っ
て
も
よ
い
刺
激
と
な 

っ
て
い
ま
す
。 

 

立
場
や
年
代
の
垣
根
を
超
え
て
介
護
と
い
う
仕
事
を
通
し
て
い
か

に
ご
利
用
者
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
力
を
合

わ
せ
て
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

度
な
ど
、
課
題
が
多
い
中
、
こ
れ
ら
を
現
実
に
受
け

止
め
、
新
常
務
理
事
を
中
心
に
、
役
職
員
一
同
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

理
事
長
就
任
あ
い
さ
つ 

 

原
田 

正
一 

 
 
 
 
 

社
会
福
祉
法
人
和
心 

法
人
本
部 

海
藤 

誠 

事
務
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

当
法
人
は
、
す
く
す
く
保
育
園
と
余
目
保
育 

園
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
庄
内 

町
か
ら
狩
川
幼
稚
園
及
び
狩
川
保
育
園
の
移 

管
を
受
け
、
新
た
に
『
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
ふ 

る
』
と
し
て
四
月
一
日
に
開
園
い
た
し
ま
し 

た
。
施
設
の
維
持
管
理
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
貴 

セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
活
動
に
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様

の
豊
富
な
知
識
と
経
験
・
技
術
を
活
か
し
た
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

お
客
さ
ま
の
声 

 

総会で挨拶する新理事長 

 

 

お
客
さ
ま
の
声
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議長 高橋護 氏 

 

第
十
回
（
令
和
四
年
度
）
定
時
総
会
が
、
五

月
三
十
日
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
立
川
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。  

 

今
年
度
の
総
会
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
一
同
に
会
す
る
こ
と
を
極
力
避
け

る
た
め
、
一
般
会
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
は

委
任
状
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。 

 

総
会
員
数 

三
二
○
名
の
う
ち
、
実
出
席

者
二
三
名
、
委
任
状
出
席
者
数
二
二
○
名
で

合
計
二
四
三
名
で
、
総
会
員
数
の
三
分
の
二

の
二
一
四
名
以
上
の
要
件
を
満
た
し
た
の
で

総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。 

議
長
に
は
、
鈴
木
龍
一
氏
（
貢
地
目
）
を
選

出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

 

報
告
事
項 

① 

令
和
三
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報

告
の
附
属
明
細
書 

② 

令
和
四
年
度
事
業
計
画 

③ 

令
和
四
年
度
収
支
予
算 

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

議
決
事
項 

① 

令
和
三
年
度
決
算
書
類
の
承
認
及
び

監
査
報
告 

② 

理
事
候
補
者
十
名
及
び
監
事
候
補
者

二
名
の
選
任
に
つ
い
て 

の
二
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  

定
時
総
会
閉
会
後
、
会
員
互
助
会
の
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

引
き
続
き
議
長
に
は
、
鈴
木
龍
一
氏
（
貢

地
目
）
を
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

第第
十十
回回
定定
時時
総総
会会
をを
開開
催催  

 
 

 
 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

が
受
け
取
る
配
分
金
に
は
消
費
税

が
含
ま
れ
る
が
、
現
在
年
間
課
税

売
上
高
一
千
万
円
以
下
の
小
規
模

事
業
者
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
）
は
、
消
費
税
納
税
が
免
除

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
令
和
五
年
十
月
か
ら
導
入
と

な
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
ス
タ
ー

ト
と
す
る
と
、
請
負
業
務
等
発
注

者
か
ら
預
か
っ
た
消
費
税
分
を
セ

ン
タ
ー
で
納
入
す
る
必
要
が
生
じ

ま
す
。 

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
協
会
と
各
都
道
府
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
は
、

連
名
で
、
国
に
対
し
少
額
の
収
入

し
か
な
い
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
手

取
り
額
が
減
少
す
る
こ
と
な
く
、

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
安
定
的
な

事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
措
置
を

要
望
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

理
事
会
に
お
い
て
も
、
県
連
合
会

等
と
連
携
し
今
後
の
状
況
を
注
視

し
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度 

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
） 

に
つ
い
て 

第第
一一
七七
回回
会会
員員
互互
助助
会会  

総総
会会
をを
開開
催催  

議
決
事
項 

① 

令
和
三
年
度
事
業
報
告
書 

② 
令
和
三
年
度
収
支
決
算 

③ 
令
和
四
年
度
事
業
計
画 

④ 

令
和
四
年
度
収
支
予
算 

⑤ 

運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 
 

の
五
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
が 

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

※
総
会
に
先
立
ち
、
退

任
役
員
で
あ
る
、
太
田

芳
廣
理
事
・
太
田
睦
夫

監
事
に
表
彰
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

長
い
間
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

お
疲
れ
様
で
し
た
。  

 

 

 

 

石川理事長挨拶 

議長 鈴木龍一氏（狩川） 

小野会員互助会会長挨拶 

質問者 

第
十
回
定
時
総
会
を
開
催

第
一
七
回
会
員
互
助
会

総
会
を
開
催

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）

に
つ
い
て
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  会 員 の 声 

「「
凧凧
のの
会会
会会
員員
募募
集集
」」  

凧凧
のの
会会
会会
長長  

原原
田田  

正正
一一
（
貢
地
目
） 

凧
の
会
の
設
立
は
、
平
成
十
六
年
二
月
、
当
時
の
清
野 

立
川
町
長
の
お
願
い
で
「
凧
が
描
く
町
」「
日
本
三
大
悪
風

清
川
ダ
シ
」
を
逆
手
に
と
っ
て
、
全
国
に
先
駆
け
、
風
力
発

電
事
業
に
取
り
組
み
、
凧
を
上
げ
町
づ
く
り
を
し
よ
う
と

（
三
十
七
名
）
で
発
足
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
の
大
会
に 

出
場
、
大
凧
（
畳
二
枚
）
連
凧
（
百
五
十
枚
）
も
つ
く
り
上
げ
、
又
庄
内
町
の
凧

絵
（
立
谷
沢
龍
神
）
の
図
案
も
出
来
、
全
国
へ
登
録
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
八
年
四
月
、
日
中
友
好
濰
坊
市
寒
亭
区
表
敬
訪
問
に
招
待
さ
れ
、
国

際
凧
あ
げ
大
会
に
参
加
（
四
名
）
、
も
の
す
ご
い
雨
風
の
天
候
で
し
た
が
無
事
凧
を

上
げ
ま
し
た
。
濰
坊
世
界
凧
筆
博
物
館
に
（
庄
内
凧
月
山
龍
）
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。 

◎
濰
坊
市
庄
内
凧
が
舞
い
上
が
る
。
会
員
も
少
数
の
中
、
毎
年
立
川
小
学
校
の

凧
つ
く
り
講
習
会
、
大
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

孫
た
ち
が
喜
ぶ
、
干
支
凧
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

「「
食食
事事
介介
助助
をを
通通
じじ
てて
」」  

  
  

  
  

  
  

    
      

      
  

工工
藤藤  

寛寛
子子
（
南
野
）  

私
は
昨
年
ま
で
、
保
育
園
で
幼
児
の
食
事
介
助
の
仕
事
を 

し
て
い
ま
し
た
が
縁
が
あ
り
ま
し
て
昨
年
、
シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、
九
月
か
ら
余
目
病
院
で
入
院
患
者
さ 

ん
の
食
事
介
助
と
病
室
内
の
清
掃
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。 

患
者
さ
ん
の
中
に
は
認
知
症
ぎ
み
の
方
も
お
り
「
お
前
は
誰 

だ
」
と
言
う
方
や
気
難
し
い
方
も
お
り
、
人
と
の
関
わ
り
が
大
変
で
し
た
が
、
私

も
そ
こ
は
年
の
功
で
、
何
と
か
切
り
抜
け
、
ベ
ッ
ド
に
横
向
き
で
食
べ
さ
せ
る
時

は
誤
嚥
に
十
分
気
を
付
け
る
様
に
し
て
日
々
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
徐
々
に
気
持

ち
も
通
じ
合
い
楽
し
く
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
一
月

か
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
一
時
休
業
状
態
で
す
。
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て

又
職
場
に
戻
れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

「「
働働
くく
喜喜
びび
」」  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

庄庄
司司  

梅梅
子子
（
生 

三
） 

今
の
世
の
中
、
色
々
な
こ
と
が
起
き
過
ぎ
、
会
社
勤
め
を 

退
職
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
十
二

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
草
取
り
、
花
植
え
な
ど
色
々
な
仕
事
を

い
た
だ
き
、
今
で
は
事
業
所
に
入
っ
て
、
体
を
動
か
し
、
力
を

出
し
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
辛
い
こ
と
も
、
で
も
若
者
と
一
緒 

に
力
を
合
わ
せ
て
働
く
こ
と
の
喜
び
、
七
～
八
名
の
シ
ル
バ
ー
の
人
た
ち
が
、
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
色
々
な
人
の
出
会
い
も
。 

こ
れ
か
ら
は
、
み
ん
な
の
和
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
し
、
働
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「「
シシ
ルル
ババ
ーー
会会
員員
とと
のの
絆絆
」」  

  
  

  
  

  
  

鶴鶴
巻巻  

善善
一一
（
今 

岡
）  

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
昨
年
の
四
月
に
入
会
し
て
早
一
年
に 

な
り
ま
し
た
。 

シ
ル
バ
ー
の
会
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
会
社
の
定
年 

を
迎
え
た
頃
に
再
就
職
も
考
え
ま
し
た
が
、
理
事
の
方
に
誘 

わ
れ
て
会
員
に
な
り
ま
し
た
。 

前
職
の
時
は
車
の
整
備
関
係
を
行
っ
て
お
り
、
体
を
動
か
し
て
行
う
事
は
得
意

で
す
。
車
の
運
転
で
送
迎
も
で
き
ま
す
。
又
、
新
し
く
草
刈
り
等
に
も
挑
戦
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

最
初
の
頃
は
、
不
安
で
し
た
が
シ
ル
バ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
、
仕
事
中
に

分
か
ら
な
い
時
は
親
切
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
て
感
謝
で
し
か
な
い
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
楽
し
く
仕
事
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

  

 

    

野
）
野
）
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役　   職 氏　　名 集　落 新・再

理  事  長 原田　正一 貢地目 再任

副理事長  石塚　 俊 新　町 再任

常務理事・兼
事務局長

 太田　 昭 上朝丸 新任

理　事 足達　健一 下朝丸 再任

理　事 石川　昭一 中堀野 再任

理　事 齋藤　はる 仲   町 再任

理　事 齋藤　君夫 南   野 再任

理　事 石川　一雄 千本杉 再任

理　事 伊藤　清作 荒  鍋 再任

理　事 奥山　賢一 駅前（余目） 新任

監　事 村上　　哲 三ヶ沢 再任

監　事 鈴木　幸雄 南野新田 新任

理　事・監　事　名　簿

役　   職 氏　　名 集　落 新・再

会　　長 小野　妙子 和光町 再任

副  会  長 佐藤　義一 東興野 再任

委       員 渡部　誠治 余目新田 再任

委       員 乙坂　喜吉 三ヶ沢 再任

委       員 太田　幸子 駅前（清川） 再任

委       員 菊池　忠雄 廿六木 新任

委       員 成澤　しん 西 　袋 新任

委       員 鶴巻　善一 今 　岡 新任

互 助 会 運 営 委 員 名 簿

作業区分 氏      名 地   区

剪定１班 石川　昭一 中堀野

剪定２班・草取２班 村上　励司 御殿町

剪定３班 齋藤　秋雄 仲   町

剪定４班 門脇　　洋 荒　鍋

剪定５班 佐藤　武雄 出川原

剪定６班・草刈５班 髙橋　　護 今　岡

草刈１班 工藤　義昭 常   万

草刈２班 足達　健一 下朝丸

草刈り3班 太田　芳廣 駅前(清川)

草刈り４班 伊藤　清作 荒　 鍋

草刈り６班・草取4班 田澤　雄次 貢地目

草取１班 齋藤　光子 上朝丸

草取３班 小野　妙子 和光町

草取5班 太田　幸子 駅前(清川)

張替1班 斎藤　君夫 南   野

張替2班 本田　慶子 貢地目

作　業　群　班　長　名　簿

退
任
さ
れ
た
方 

 
 

理 

事 

太
田 

芳
廣 

(

清
川) 

 
 

監 

事 

太
田 

睦
夫 

(

廿
六
木) 

 

互
助
会
運
営
委
員 

佐
藤 

重
光 

(

東
興
野) 

 

お
疲
れ
様
で
し
た 

一一般般社社団団法法人人庄庄内内町町シシルルババーー人人材材セセンンタターー組組織織図図  

                                 （（令令和和４４年年 44 月月 11 日日））  

  

                                      

  

  

                          

    

  

  

  

監 事 

理事長 

副理事長 理 事 会 

常務理事 

賛助会員 

互
助
会
総
会 

専 門 部 会 

・安全・適正就業委員会 

互助会運営委員会 

事 務 局  各事業担当理事・監事 

・業務係長兼就業機会開拓係長 秋庭 幸久  ・庶務係長 工藤 亜希 

・主任 近藤 由里  ・主任 森 美弥 

総 会 正会員 

・広報委員会 
・職群班 

お
疲
れ
様
で
し
た

互
助
会
総
会
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コ
ロ
ナ
の
時
代
、
会
員
の
皆
様
お
元
気

で
お
過
ご
し
で
す
か
。
昨
年
は
互
助
会
の

年
間
行
事
で
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

湯
治
会
を
無
事
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
天
候
に
も
恵
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                     

湯湯
治治
会会
にに
参参
加加
しし
てて  

会
員
皆
さ
ん
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
湯
治
会
。 

宴
会
場
に
行
き
会
員 

数
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。
宴
会
が
始
ま
る
と
カ
ラ

オ
ケ
や
踊
り
と
大
黒
舞
等
々
。
皆
さ
ん
の
芸
達
者

な
事
に
再
度
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
美
味
し
い
ご

馳
走
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
話
に
花

を
咲
か
せ
、
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
と
温
泉
に
浸
か
り

な
が
ら
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
を
取
り
、
本
当

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
先
も
自
分
の
体
力
が
続
く
限
り
、
前

向
き
に
精
一
杯
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

人人
生生
、、
終終
盤盤
をを
迎迎
ええ
思思
うう
事事  

 
 

 

コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
の
中
で

湯
治
会
の
開
催
も
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
参
加
出
来

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
さ
ん
一
年
間 

ググララウウンンドド・・ゴゴルルフフ  

大大会会にに参参加加ししてて  

石石塚塚  薫薫  
  
  

働
い
て
汗
を
か
き
一
年
一
度
の
湯
治
会
へ
ぜ
ひ
参

加
し
て
、
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
た
り
、
ま
た
、
一
杯

飲
ん
で
食
べ
て
、
歌
っ
た
り
ダ
ン
ス
を
し
た
り
空

ク
ジ
無
し
の
抽
選
会
で
楽
し
ん
で
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。
私
も
参
加
し
て
一
年
間
の
疲
れ
が
湯
に
入

っ
て
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。
ま
だ
参
加
し
て
い
な
い

人
も
是
非
参
加
し
て
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

 

長長
南南  

常常
子子(

連
枝) 

  

至至
福福
のの
ひひ
とと
とと
きき  

（新 町） 

れ
三
十
五
名
の
参
加
の
も
と
足
腰
を
鍛
え

る
こ
と
が
出
来
た
一
日
で
し
た
。
好
プ
レ

ー
珍
プ
レ
ー
が
続
く
中
、
女
性
陣
の
パ
ワ

ー
の
凄
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。「
汗
流
し

疲
れ
を
癒
す
湯
治
会
」
今
回
も
前
年
度
を

上
回
る
五
十
名
の
参
加
。
特
に
沢
山
の
女

性
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
い
た
事
が
何
よ

り
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
い
ず
こ
の
世
も
、

女
性
は
大
事
で
す
ネ
。 

 

こ
の
一
連
の
行
事
は
、
沢
山
の
方
達
の

協
力
が
無
い
と
成
り
立
た
な
い
事
が
身
に

染
み
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
反
省
と

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

今
年
は
ま
だ
何
を
や
る
か
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
例
年
の
様
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
湯
治
会
は
や
っ
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
、
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
遠
慮
な
く
言
っ
て
頂
け
た
ら
有
難

い
で
す
。 

 

最
後
に
一
言
、
若
い
と
き
の
様
に
笑
っ

た
り
、
沢
山
の
思
い
出
を
作
る
事
が
少
な

く
な
っ
た
私
達
シ
ニ
ア
世
代
。
せ
め
て
互

助
会
で
多
少
な
り
と
も
思
い
出
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
せ
ん
か
。 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

                    

互
助
会 

会
長 

 

渡渡
部部  

誠誠
治治(

余
目
新
田) 

 
 

一一日日一一日日をを  
大大切切にに  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
り
、

二
十
数
年
が
経
ち
、
セ
ン
タ
ー
の
い
ろ
い
ろ
な

仕
事
に
携
わ
っ
て
来
ま
し
た
。 

昨
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
互
助
会
事
業
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ

れ
、
と
て
も
暑
い
中
で
の
大
会
に
な
り
ま
し
た

が
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
恵
ま
れ
、
優

勝
す
る
事
が 

出
来
ま
し
た
。 

今
年
も
頑
張 

っ
て
体
を
動
か 

し
楽
し
み
た
い 

と
思
っ
て
い
ま 

す
。 今

年
も
よ
ろ 

し
く
お
願
い
し 

ま
す
。 

        

小小
野野  

妙妙
子子  

（
和
光
町
） 
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委委
員員
長長 

今
日
は
お
忙
し
い
中
、
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

忌
憚
の
な
い
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
お
話
を
伺
っ
て
よ
り

良
い
シ
ル
バ
ー
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

司司
会会 

今
日
の
座
談
会
は
昨
年
に
続
い 

て
二
回
目
に
な 

り
ま
す
。
日
頃
思 

っ
て
い
る
こ
と
、

こ
う
い
う
風
に

し
て
ほ
し
い
、 

事
務
所
へ
の
要 

望
等
、
を
話
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。 

司司
会会 

髙
橋
さ
ん
は
色
々
な
種
類
の
仕

事
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
で

す
か
？ 

髙髙
橋橋 

な
ん
で
も
引
き
受
け
て
み
る
。
自

分
に
合
わ
な
け
れ
ば
断
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
お
客
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う

に
、
来
年
も
同
じ
仕
事
を
依
頼
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
気
を
付
け
て
や
っ
て
い
る
。

今
年
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
軽
度
生

活
支
援
の
ゴ
ミ
出
し
を
始
め
ま
し
た
。
き

っ
か
け
は
冬
季
除
雪
を
し
て
い
る
と
き
、

家
の
人
か
ら
、
冬
場
歩
け
な
く
て
ゴ
ミ
出

し
が
で
き
な
い
と
話
が
あ
り
、
民
生
委
員

に
話
を
し
て
手
続
き
を
進
め
る
か
ら
の
、

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
話
し
や
す
い
と
、

お
客
さ
ん
も
色
々
話
し
て
く
れ
る
。 

齋齋
藤藤
秋秋 

い
つ
も
思
い
ま
す
が
、
お
客
さ 

ん
へ
の
お
話
の
仕 

方
に
気
を
付
け
て 

い
ま
す
。
ど
う
し 

た
ら
い
い
か
、
お 

客
さ
ん
に
色
々
と 

話
を
聞
い
て
い

ま
す
。
特
に
作
業
が
終
わ
っ
た
後
の
挨
拶

は
し
っ
か
り
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
慣

れ
な
い
と
難
し
い
。
先
日
、
障
子
の
張
替

え
作
業
を
終
え
て
、
早
め
に
お
客
さ
ん
宅

に
も
っ
て
い
き
置
い
て
お
い
た
。
約
束
の

時
間
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
お
客
さ

ん
が
家
に
運
び
込
ん
で
い
た
。
お
客
さ
ん

に
雨
が
降
り
そ
う
だ
っ
た
の
で
早
め
に

運
ん
で
置
か
せ
て
も
ら
っ
て
、
約
束
の
時

間
に
伺
っ
た
と
お
話
し
て
分
か
っ
て
も

ら
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
気

を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
な
と
。 

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
作
業
所
に
ト
イ
レ

を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
。
今
は
近
く
で

借
り
た
り
し
て
い
る
の
で
。 

司司
会会 

作
業
所
は
仕
事
が
し
や
す
い
で

す
か
？ 

斎斎
藤藤
秋秋 

物
を
た
く
さ
ん
置
い
て
い
る

の
で
狭
い
で
す
が
、
作
業
で
き
な
い
事
は

な
い
で
す
。 

髙髙
橋橋 

集
金
希
望
の
方
が
た
く
さ
ん
い

る
。
振
込
手
数
料
が
高
く
な
っ
て
、
お
金

を
持
っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
よ
く
言
わ

れ
る
。
集
金
す
る
の
は
よ
い
が
、
余
目
の

事
務
所
ま
で
距
離
が
あ
る
の
で
。 

齋齋
藤藤
光光 

ア
パ
ー
ト
清
掃
を
月
一
回
し

て
い
る
が
水
が
出
な
い
の
で
、
自
宅
か
ら

水
を
持
っ
て
行
っ
て
清
掃
し
て
い
る
。
水

を
出
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
あ
と

は
、
清
掃
の
道
具
な
ど
蜘
蛛
の
巣
を
と
っ

た
り
す
る
道
具
を
個
人
で
買
っ
て
も
よ

い
の
で
す
か
。 

局局
長長 

確
認
し
て
み
ま
す
。 

齋齋
藤藤
秋秋 

障
子
、
襖
、
網
戸
の
料
金
表
を

も
ら
い
た
い
。
お
客
さ
ん
か
ら
聞
か
れ
る

事
が
あ
る
の
で
、
値
段
の
目
安
を
教
え
て

ほ
し
い
。 

局局
長長 

見
積
り
希
望
の
方
に
は
事
務
所

か
ら
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。 

齋齋
藤藤
秋秋 

作
業
に
伺
っ
て
、
ど
の
位
か
か

る
か
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
目
安

が
分
か
れ
ば
お
願
い
し
た
い
。 

司司
会会 

太
田
委
員
長
、
何
か
助
言
等
あ
り

ま
す
か
。 

委委
員員
長長 

作
業
道
具
、
掃
除
用
具
等
は
シ 

出出席席者者  

髙橋 護（今岡） 

齋藤秋雄（仲町） 

齋藤光子（上朝丸） 

司司会会  

齋藤はる 副広報委員長 

 

太田睦夫 広報委員長 

太田 昭 事務局長 

森 美弥 主任  

座
談
会 

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

に
期
待
す
る
こ
と
」 

 

 

 

令和 4年 3月 30日(水)開催 令和 4年 3月 30日 ( 水 ) 開催

座
談
会

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
期
待
す
る
こ
と
」
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ル
バ
ー
で
用
意
し
て
事
務
所
に
置
い
て

お
い
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

局局
長長 
剪
定
等
の
作
業
道
具
は
あ
る
程

度
、
事
務
所
で
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

齋齋
藤藤
光光 

ガ
ラ
ス
磨
き
だ
と
、
シ
ル
バ
ー

か
ら
掃
除
用
具
、
洗
剤
等
を
持
っ
て
行
っ

て
掃
除
し
て
い
ま
す
。 

委委
員員
長長 

敷
居
の
滑
り
が
悪
い
な
ど
で
、

直
し
て
も
ら
い
た
い
等
、
言
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
？ 

齋齋
藤藤
秋秋 

サ
ッ
シ
、
戸
の
戸
車
交
換
な
ど

は
や
り
ま
す
。
大
概
の
こ
と
は
や
り
ま
す
。

鍵
の
交
換
も
依
頼
が
あ
れ
ば
や
り
ま
す
。 

司司
会会 

シ
ル
バ
ー
の
事
務
所
の
対
応
に

つ
い
て
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。 

齋齋
藤藤
秋秋 

そ
れ
は
な
い
で
す
。
大
丈
夫
で

す
。 

髙髙
橋橋 

立
川
に
何
か
お
い
て
も
ら
い
た

い
。 

局局
長長 

昨
年
本
所
と
支
所
が
統
合
し
た

ば
か
り
で
、
元
に
戻
す
の
は
難
し
い
。
極

力
立
川
の
方
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ

う
に
や
っ
て
は
い
き
た
い
で
す
が
、
実
際

は
な
か
な
か
難
し
い
。 

司司
会会 

距
離
的
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ

ね
。 

局局
長長 

今
ま
で
通
り
、
立
川
の
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
借
り
て
作
業
で
き
ま
す
。

襖
・
障
子
貼
り
等
で
も
会
議
、
カ
ラ
オ
ケ

愛
好
会
、
凧
の
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
通
り
使
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。 

髙髙
橋橋 

立
川
の
事
務
所
に
き
た
電
話
は

転
送
に
な
り
ま
す
か
。 

局局
長長 

九
月
か
ら
六
ヶ
月
間
は
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
転
送
さ
れ

な
く
な
っ
て
い
て
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
し
て

い
ま
せ
ん
。 

齋齋
藤藤
光光 

草
取
り
の
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
必
ず
被
っ
た
方
が
よ
い
で
す
か
。 

局局
長長 

必
ず
で
は
な
い
が
ぜ
ひ
被
っ
て

ほ
し
い
。 

司司
会会 
軽
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
の
で
着
用

し
易
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
グ

レ
ー
と
水
色
が
あ
っ
て
事
務
所
に
見
本

が
あ
る
の
で
被
っ
て
み
て
は
ど
う
で
す

か
。
熱
く
な
る
と
熱
中
症
に
も
気
を
つ
け

て
ほ
し
い
。 

齋齋
藤藤
光光 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い
つ
頃
だ

っ
た
か
？ 

司司
会会 

夏
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
参
加

す
る
人
が
少
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

も
ら
え
れ
ば
。 

髙髙
橋橋 

剪
定
の
人
が
足
り
な
い
と
い
う

の
は
。
余
目
は
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

立
川
の
方
に
は
剪
定
の
仕
事
が
あ
ま
り

こ
な
い
。 

局局
長長 

昨
年
か
ら
職
群
班
を
作
っ
た
の

で
、
余
目
、
立
川
と
分
け
な
い
で
余
目
の

仕
事
を
立
川
の
人
に
、
立
川
の
仕
事
を
余

目
の
人
に
お
願
い
す
る
こ
と
も
出
て
く

る
と
思
う
。
そ
う
で
な
い
と
仕
事
が
ま
わ

っ
て
い
か
な
い
と
思
う
。 

髙髙
橋橋 

昨
年
は
、
松
の
雪
吊
り
を
十
二
月

に
な
っ
て
か
ら
、

急
い
で
し
て
ほ

し
い
と
連
絡
が

き
て
、
時
期
的
に

で
き
な
か
っ
た
。 

雪
囲
い
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
。
も
っ
と
早 

め
に
連
絡
し
て
も
ら
え
れ
ば
。 

局局
長長 

昨
年
の
状
況
か
ら
み
て
も
人
手

不
足
な
の
で
、
多
く
の
人
か
ら
作
業
し
て

い
た
だ
い
て
、
早
め
に
終
わ
ら
せ
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
う
。 

齋齋
藤藤
秋秋 

昨
年
は
余
目
の
剪
定
、
草
刈
り

に
立
川
か
ら
来
て
も
ら
っ
た
時
が
あ
る
。

暑
く
て
大
変
だ
っ
た
の
で
、
来
て
も
ら
っ

て
助
か
り
ま
し
た
。 

司司
会会 

剪
定
班
は
六
班
あ
り
ま
す
ね
。 

髙髙
橋橋 
メ
ン
バ
ー
の
中
で
日
程
を
調
整

し
て
、
日
に
ち
を
決
め
て
い
る
の
で
、
何

日
か
ら
何
日
の
間
ま
で
や
っ
て
ほ
し
い

と
教
え
て
も
ら
い
た
い
。
す
ぐ
や
っ
て
ほ

し
い
と
い
わ
れ
て
も
難
し
い
の
で
。 

司司
会会 

話
を
聞
い
て
い
る
と
、
班
編
成
の

目
的
は
達
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

ん
で
す
よ
ね
。 

昨
年
、
座
談
会
で
出
た
話
は
同
じ
人
に
ば

か
り
仕
事
が
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
で
、
班
編
成
を
し
た
こ
と
で
、

う
ま
く
い
っ
て
い
る
所
と
、
い
っ
て
い
な

い
所
が
あ
る
よ
う
な
の
で
。 

局局
長長 

昨
年
の
九
月
か
ら
始
ま
っ
た
の

で
、
ま
だ
軌
道
に
乗
っ
て
い
な
い
。
今
年

度
は
軌
道
に
乗
せ
た
い
。 

司司
会会 

で
も
昨
年
、
座
談
会
で
し
た
話
が

少
し
で
も
前
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
良
い
こ
と
で
す
ね
。 

髙髙
橋橋 

広
い
と
こ
ろ
の
草
刈
り
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
数
で
一
気
に
や
っ
た
方
が

早
く
終
わ
っ
て
い
い
。 

局局
長長 

町
の
草
刈
り
な
ど
は
契
約
が
あ

る
の
で
、
そ
の
中
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
。 

髙髙
橋橋 

契
約
の
あ
る
仕
事
だ
と
何
時
間

で
終
え
て
も
ら
い
た
い
と
教
え
て
も
ら

え
れ
ば
、
そ
の
時
間
で
調
整
し
ま
す
。 

齋齋
藤藤
光光 

個
人
の
家
だ
と
時
間
を
五
分
、 

十
分
多
め
に
つ
け
て
い
い
で
す
よ
と
言 

っ
て
く
れ
る
所
も
あ
る
。
作
業
中
は
、
あ 

ま
り
話
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て 

い
る
。
話
ば
っ
か
り
し
て
手
が
動
い
て 
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い
な
い
と
言
う
お
う
ち
の
方
も
い
る
。 

髙髙
橋橋 

何
分
休
息
し
て
い
た
と
見
て
い

る
人
も
い
る
。 

司司
会会 

休
息
に
つ
い
て
も
気
を
つ
け
な

い
と
い
け
な
い
。 

局局
長長 

お
客
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
明
日
す

ぐ
作
業
し
て
ほ
し
い
と
い
う
方
も
い
る

の
で
、
急
に
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
う
。 

委委
員員
長長 

そ
う
す
る
と
事
務
所
に
来
た

人
、
連
絡
し
て
す
ぐ
仕
事
を
受
け
て
く
れ

る
人
に
仕
事
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
多

く
な
る
。 

齋齋
藤藤
光光 

草
取
り
の
場
合
は
前
に
作
業

し
た
人
が
作
業

場
所
な
ど
分
か

っ
て
い
る
の
で

お
願
い
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。 

司司
会会 

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う

が
、
で
き
る
だ
け
平
た
く
皆
に
仕
事
が
行

く
よ
う
に
。 

齋齋
藤藤
秋秋 

草
取
り
、
草
刈
り
の
道
具
な
ど

持
っ
て
な
い
人
も
い
る
の
で
や
む
を
得

な
い
こ
と
も
あ
る
。 

局局
長長 

前
回
は
襖
・
障
子
張
替
え
、
剪
定

の
講
習
会
を
し
ま
し
た
が
、
次
回
の
希
望

は
あ
り
ま
す
か
。
剪
定
は
講
師
の
先
生
に

来
て
も
ら
っ
て
や
っ
た
方
が
い
い
か
な

と
は
考
え
て
い
ま
す
。 

髙髙
橋橋 

松
の
剪
定
な
ど
、
講
師
の
先
生
を

呼
ん
で
開
催
し
て
も
ら
う
と
い
い
で
す

ね
。 

局局
長長 

網
戸
張
替
え
の
講
習
会
を
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
話
も
あ
る
が
ど
う
で

す
か
。 

齋齋
藤藤
秋秋 

網
戸
の
張
替
え
も
色
々
や
り

方
が
あ
る
の
で
、
道
具
が
あ
っ
て
、
覚
え

れ
ば
皆
さ
ん
で
き
る
の
で
。
作
業
が
あ
る

と
き
、
見
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
。 

委委
員員
長長 

講
習
会
ま
で
い
か
な
く
て
も

勉
強
会
と
い
う
か
、
練
習
会
と
い
う
の
は

ど
う
か
。
参
加
す
る
人
の
自
分
の
家
の
障

子
、
襖
な
ど
持
ち
寄
っ
て
や
っ
て
み
る
と

い
う
の
は
ど
う
か
。 

齋齋
藤藤
秋秋 

作
業
を
し
て
い
る
所
を
見
て

も
ら
う
の
が
一
番
よ
い
と
思
う
の
で
、
作

業
が
あ
る
時
に
連
絡
し
て
も
ら
っ
て
来

て
も
ら
え
れ
ば
。 

髙髙
橋橋 

開
催
時
期
は
い
つ
が
一
番
よ
い

か
。 

齋齋
藤藤
秋秋 

湿
気
が
な
い
時
が
一
番
よ
い
。

の
り
が
乾
か
な
い
と
だ
め
な
の
で
。 

齋齋
藤藤
光光 

今
、
シ
ル
バ
ー
の
会
員
数
は
何

人
ぐ
ら
い
ま
す
か
。 

局局
長長 

三
百
二
十
人
位
で
す
。 

齋齋
藤藤
秋秋 

実
際
に
仕
事
を
し
て
い
る
人

は
、
限
ら
れ
て
い
て
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い

の
で
は
？ 

司司
会会 

会
員
を
増
や
さ
な
い
と
い
け
な

い
。 

局局
長長 

今
度
、
会
員
説
明
会
が
あ
る
の
で

入
会
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

最
後
に
一
言
ず
つ
あ
り
ま
す
か
。 

司司
会会 

余
目
の
事
務
所
は
敷
居
が
高
い

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、

お
茶
も
飲
め
る
の
で
気
軽
に
来
て
も
ら

い
た
い
。 

委委
員員
長長 

敷
居
は
高
く
な
い
（
笑
）
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
な
の
で
ぜ
ひ
顔
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
。 

齋齋
藤藤
光光 

事
務
所
に
い
け
ば
、
い
つ
も
挨

拶
し
て
く
れ
る
。 

森森 

仕
事
に
よ
っ
て
は
、
作
業
し
て
く
れ

る
方
を
探
す
の
が
難
し
い
で
す
。 

司司
会会 

除
雪
と
か
大
変
で
す
よ
ね
。 

局局
長長 

今
後
、
携
帯
電
話
に
こ
ん
な
仕
事

が
あ
り
ま
す
等
お
知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ

ム
を
考
え
て
い
る
。
運
用
に
向
け
て
検
討

中
で
す
。
役
場
で
も
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

す
る
よ
う
な
の
で
、
こ
う
い
う
も
の
に
参

加
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

司司
会会 

皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を

話
し
て
い
た
だ
き
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

  

※※
広広
報報
委委
員員
会会
よよ
りり  

 

掲
載
し
た
他
に
も
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
紙
面
の
関
係
上
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 
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日
頃
は
何
か
と
安
全
就
業
活
動
に
ご
協

力
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
年
度
は
昨
年
設
置
さ
れ
た
職
群
班
の

有
効
活
用
を
推
し
進
め
、
未
就
業
会
員
の

削
減
を
目
指
し
て
、
会
員
皆
様
の
活
躍
の

拡
大
に
微
力
な
が
ら
尽
力
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

    

業
務
係
長
兼 

就
業
開
拓
係
長 

 

秋
庭 

幸
久 

 

山
形
県
高
齢
者
活
性
化
補
助
金
を
活
用
し
た

技
能
講
習
会
を
計
画
し
て
居
り
ま
し
た
が
補

助
金
の
廃
止
に
よ
り
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

参
加
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
業
務
係
長 

秋
庭
幸
久
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。 

参
加
希
望
者
に
、
日
程
決
定
後
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

★
門
松
つ
く
り 

  

県
連
合
会
主
催
の
安
全
就
業
の
標
語
を
募

集
い
た
し
ま
す
。 

 

昨
年
は
当
シ
ル
バ
ー
の
齋
藤
君
夫
さ
ん(

南

野)

の
標
語
が
県
連
合
会
審
査
に
お
い
て 

 

549

編
の
中
か
ら
佳
作
で
入
選
し
ま
し
た
。 

 

「「事事
故故
ゼゼ
ロロ
もも  

小小
ささ
なな
注注
意意
のの  

積積
みみ
重重
ねね
」」 

 
 

 
 

皆
さ
ん
今
年
は
入
選
を
目
指
し
て 

応
募
し
ま
し
ょ
う
。 

応
募
用
紙
は
事
務
所
に
あ
り
ま
す
の
で 

詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

初
心
者
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。 

 

独
自
事
業
の
案
内 

  

講
習
会
の
案
内 

  

就
業
機
会
開
拓
だ
よ
り 

  

１ 

開
催
予
定
時
期 

十
一
月
中
旬 

２ 

参
加
人
数 

 
 

若
干
名 

 

１
．
開
催
予
定
時
期 

 

十
一
月
中

旬 ２
．
参
加
人
数 

 
 

１
０
名 

 

１ 

開
催
予
定
時
期 

十
一
月
中
旬 

 
 

 

 

１
．
開
催
予
定
時
期 

 

十
一
月
中
旬 

２
．
参
加
人
数 

 
 

１
０
名 

 

★
障
子
張
り
の
勉
強
会 

昨
年
度
に
連
合
会
補
助
金
に
よ
る
講
習
会

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
技
術
的
に
不
安

の
声
が
有
り
ま
し
た
の
で
勉
強
会
を
行
い
技

術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
。 

１ 

開
催
予
定
時
期 

十
一
月
中
旬 

２ 

参
加
人
数 

 
 

十 

名 

 

１
．
開
催
予
定
時
期 

 

十
一
月
中
旬 

２
．
参
加
人
数 

 
 

１
０
名 

 

安
全
就
業
の
標
語
募
集 

  

シ
ル
バ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

仕
事
の
受
注
情
報
を
会
員
に
お
届
け
す
る

た
め
に
「
エ
イ
ジ
レ
ス
80
」
携
帯
電
話
シ
ョ

ー
ト
メ
ー
ル
で
発
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を
準
備

中
で
す
。 

 

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
と
、
お
客
様

か
ら
依
頼
の
仕
事
内
容
を
会
員
に
連
絡
す
る

事
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

 

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。 

 

【
注
記
】 

「
エ
イ
ジ
レ
ス
８０
」
は
現
在
当

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
導
入
の
受
注

管
理
、
会
計
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

安
全
・
適
正
就
業
委
員
に
よ
る
就
業
現

場
巡
回
指
導
を
実
施
し
、
就
業
現
場
の

安
全
対
策
に
努
め
ま
し
た
。 

町民から親しまれるシルバ

ー人材センターの実現を目指

して、総勢 37名の会員の参加

のもと、ボランティア活動を 

行いました。活動場所 余目地

区：八幡公園内 立川地区： 

狩川駅構内 狩川保育園及び  

狩川幼稚園の除草作業を実施

し、各施設からは、感謝の声を

頂きました。 

 

 

 参加人数 総勢 ３７名 

 

 

 

 狩川保育園  狩川駅構内 

 雪囲い作業現場 

 
 

 

日
頃
は
何
か
と
安
全
就
業
活
動
に
ご
協

力
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
年
度
は
昨
年
設
置
さ
れ
た
職
群
班
の

有
効
活
用
を
推
し
進
め
、
未
就
業
会
員
の

削
減
を
目
指
し
て
、
会
員
皆
様
の
活
躍
の

拡
大
に
微
力
な
が
ら
尽
力
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

    

業
務
係
長
兼 

就
業
開
拓
係
長 

 

秋
庭 

幸
久 

 

山
形
県
高
齢
者
活
性
化
補
助
金
を
活
用
し
た

技
能
講
習
会
を
計
画
し
て
居
り
ま
し
た
が
補

助
金
の
廃
止
に
よ
り
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

参
加
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
業
務
係
長 

秋
庭
幸
久
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。 

参
加
希
望
者
に
、
日
程
決
定
後
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

★
門
松
つ
く
り 

  

県
連
合
会
主
催
の
安
全
就
業
の
標
語
を
募

集
い
た
し
ま
す
。 

 

昨
年
は
当
シ
ル
バ
ー
の
齋
藤
君
夫
さ
ん(

南

野)

の
標
語
が
県
連
合
会
審
査
に
お
い
て 

 

549

編
の
中
か
ら
佳
作
で
入
選
し
ま
し
た
。 

 

「「事事
故故
ゼゼ
ロロ
もも  

小小
ささ
なな
注注
意意
のの  

積積
みみ
重重
ねね
」」 

 
 

 
 

皆
さ
ん
今
年
は
入
選
を
目
指
し
て 

応
募
し
ま
し
ょ
う
。 

応
募
用
紙
は
事
務
所
に
あ
り
ま
す
の
で 

詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

初
心
者
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。 

 

独
自
事
業
の
案
内 

  

講
習
会
の
案
内 

  

就
業
機
会
開
拓
だ
よ
り 

  

１ 

開
催
予
定
時
期 

十
一
月
中
旬 

２ 
参
加
人
数 

 
 

若
干
名 

 

１
．
開
催
予
定
時
期 

 

十
一
月
中

旬 ２
．
参
加
人
数 

 
 

１
０
名 

 

１ 

開
催
予
定
時
期 

十
一
月
中
旬 

 
 

 

 

１
．
開
催
予
定
時
期 

 

十
一
月
中
旬 

２
．
参
加
人
数 

 
 

１
０
名 

 

★
障
子
張
り
の
勉
強
会 

昨
年
度
に
連
合
会
補
助
金
に
よ
る
講
習
会

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
技
術
的
に
不
安

の
声
が
有
り
ま
し
た
の
で
勉
強
会
を
行
い
技

術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
。 

１ 

開
催
予
定
時
期 

十
一
月
中
旬 

２ 

参
加
人
数 

 
 

十 

名 

 

１
．
開
催
予
定
時
期 

 

十
一
月
中
旬 

２
．
参
加
人
数 

 
 

１
０
名 

 
安
全
就
業
の
標
語
募
集 

  

シ
ル
バ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

仕
事
の
受
注
情
報
を
会
員
に
お
届
け
す
る

た
め
に
「
エ
イ
ジ
レ
ス
80
」
携
帯
電
話
シ
ョ

ー
ト
メ
ー
ル
で
発
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を
準
備

中
で
す
。 

 
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
と
、
お
客
様

か
ら
依
頼
の
仕
事
内
容
を
会
員
に
連
絡
す
る

事
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

 

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。 

 

【
注
記
】 

「
エ
イ
ジ
レ
ス
８０
」
は
現
在
当

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
導
入
の
受
注

管
理
、
会
計
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

安
全
・
適
正
就
業
委
員
に
よ
る
就
業
現

場
巡
回
指
導
を
実
施
し
、
就
業
現
場
の

安
全
対
策
に
努
め
ま
し
た
。 

町民から親しまれるシルバ

ー人材センターの実現を目指

して、総勢 37名の会員の参加

のもと、ボランティア活動を 

行いました。活動場所 余目地

区：八幡公園内 立川地区： 

狩川駅構内 狩川保育園及び  

狩川幼稚園の除草作業を実施

し、各施設からは、感謝の声を

頂きました。 

 

 

 参加人数 総勢 ３７名 

 

 

 

 狩川保育園  狩川駅構内 

 雪囲い作業現場 

就
業
機
会
開
拓
係
長

就
業
機
会
開
拓
係
長

雪囲い作業現場雪囲い作業現場

就
業
機
会
開
拓
だ
よ
り

講
習
会
の
案
内

安
全
就
業
の
標
語
募
集

シ
ル
バ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

独
自
事
業
の
案
内
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令和３年度の本町シルバーセンターの経営状況では、新型コロナウイルス感染症の影響で世の中の業績が低迷

する中、当期経営増減額は、１,０９２千円、正味財産期末残高では、９,１９６千円の決算となりました。 

 事業実績につきましては、会員数で対前年度比１０名の減となり、契約金額では、契約・委任については、コ

ロナ禍の影響、公共事業の減少、民間企業への請負会員が見つからなかった等により対前年４，２１２千円（3.1％）

の減少となり、派遣事業については、これまで増加傾向にありましたが、ここにもコロナ禍の影響、施設管理業

務の終了などにより対前年１,３７５千円（3.0％）の減少で、全体では対前年５，５８７千円（3.1％）の減少と

なりました。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 

 
 
 
令令和和５５年年版版カカレレンンダダーーにに使使用用すするる写写真真をを募募集集ししまますす。 
 ① 応募締切り ２０２２年９月１５日（木）   ④ 写真のデータについては採用になってから提出 

 ② 写真は、現像したもの及びデータで提出下さい。  いただきます。 

  写真現像（推奨 ２Lサイズ）        ⑤ 詳しい応募については庄内町シルバー人材センター 

 ③ 撮影はデジタルカメラ、スマートフォンとする。   事務所にお問い合わせください。 

主催：（公社）山形県シルバー人材センター連合会   共催：各地区シルバー人材センター 

令和３年度の実績 

累 計 千円 
２年度 134,901 
３年度 130,689 
前年度比 96.9％ 

「「山山形形のの風風景景」」写写真真募募集集 
ああななたたのの地地域域にに広広ががるるああななたただだけけののととっってておおきき 

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

令和３年度の実績
月
間
請
求
金
額
（
棒
グ
ラ
フ
）
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単位：人

男 性 女 性 合 計 男 性 女 性 合 計 男 性 女 性 合 計 男 性 女 性 合 計

209 144 353 21 5 26 30 19 49 200 130 330

男 性 女 性 合 計 男 性 女 性 合 計 男 性 女 性 合 計 男 性 女 性 合 計

200 130 330 17 11 28 25 13 38 192 128 320

前年度末会員数 令和２年度入会数 令和２年度退会数 令和２年度末会員数

前年度末会員数 令和３年度入会数 令和３年度退会数 令和３年度末会員数

 
 

 

 

会
員
の
皆
様
、
就
労
ご
苦
労
様
で
す
。 

 
 

★★
作作
業業
日日
報報
のの
提提
出出  

就
業
報
告
書
（
作
業
日
報
）
の
提
出
は
、
作

業
が
終
り
ま
し
た
ら
、
早
急
に
事
務
所
に
提
出

く
だ
さ
い
。
（
事
務
所
入
口
の
ポ
ス
ト
で
も
結

構
で
す
）
作
業
先
の
お
宅
や
会
社
の
担
当
者
様

か
ら
確
認
印
ま
た
は
サ
イ
ン
を
必
ず
貰
っ
て

下
さ
い
。 

 
 

★★
ママ
スス
クク
のの
着着
用用  

 

特
に
町
の
広
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
聞
等
の

配
布
の
際
は
必
ず
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
し
て
下

さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

庶
務
係
長 

工
藤 

亜
希 

 
 

昨
年
か
ら
職
群
に
、
班
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
の
で

班
長
か
ら
現
場
の
声
を
聴
く
た
め
の
座
談
会
を
開
き

ま
し
た
。
恒
例
の
お
楽
し
み
「
湯
治
会
」
が
開
催
さ
れ

て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

会
員
の
方
よ
り
寄
稿
を
頂
き
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

            

  

 
 

               

庄内町シルバー人材センターからのご案内 

草 取

 

剪定 襖、障子張り お掃除 

苗床運搬 

介護助手 

☆庄内町にお住まいの原原則則６６００歳歳以以上上のの方方で、健康で働く意欲があり、シルバー人材センターの趣旨に賛同し

ていただける方であれば、どなたでも入会できます。 

 

入会のお問い合わせ仕事のお申し込みは下記事務所まで  

  

 

〒999-7781 庄内町余目字大塚 1-2 電話・Fax（0234） ４２-３１２２ 

広
報
委
員
長  

太
田 

睦
夫 

副
広
報
委
員
長 

齋
藤 

は
る 

広
報
委
員 

 
 

足
達 

健
一 

 

 

同 
 

 
 

 

齋
藤 

君
夫 

 

同 
 

 
 

 

田
澤 

雄
次 

事
務
局
長 

 
 

太
田 

昭 

事
務
局 

 
 

 

森 
 

美
弥 

  
 

☆会費 入会費（初年度のみ） 1,000 円 年会費 1,500 円 互助会費 1,000 円 

あなたの豊富な 経験・知識・技能 をシルバー人材センターで生かしてみませんか！ 

☆シルバーには会員の親睦を深めるため、互助会があり、１日研修旅行、お楽しみ湯治会、グラウンド･ゴルフ

大会、カラオケ、凧の会等の趣味の会があり皆さん楽しんでおります。 

事
務
所
か
ら
の
お
願
い 

 
 

 

会 員 数 の 推 移 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

職
場
の
雇
用
延
長
に
よ

り
新
規
入
会
者
数
が
減

少
傾
向
、
、
会
員
の
高
齢

化
が
進
み
退
会
者
多
く

成
り
、
前
年
度
よ
り 

人

減
少
し
た
。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆入会、勧誘活動を実施しております。お知り合いに入会希望者が居りましたら是非ご紹介下さい。 

送迎 

☆会員の方で体力の衰えや家庭の事情で、一般会員の様に仕事は出来ないが、会に所属して互助会の活動に参

加したい方の為に、ゴールド会員制度が有りますので、退会しないでシルバーの会員として残って下さい。 

として 

 

 

 

 

 

 

☆ゴールド会員の会費   年会費 500 円 互助会費 500 円 

編 

集 

後 

記 

 
 

 

「会員を募集しています」ご紹介ください 

ごみ処分 草刈払い 

 

広報配布 筆耕 墓の清掃 

シルバーではこんな仕事をしています。ご用の方はお気軽に下記にお電話ください。 
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事
務
所
か
ら
の
お
願
い

編 

集 

後 

記

「会員を募集しています」ご紹介ください

庄内町シルバー人材センターからのご案内

会 員 数 の 推 移
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